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東京都 AIZAWA と MIT の「蓄電コンクリート」共同開発を支援 

GX 関連産業創出支援事業に採択 ２年間で２億円拠出へ 

 東京都が推進する「GX 関連産業創出へ向けた早期社会実装化支援事業」において、會
澤高圧コンクリート株式会社（本社：北海道苫小牧市、代表取締役社長：會澤 祥弘）と
米マサチューセッツ工科大学（MIT）が共同で開発を進めている「蓄電コンクリート」が
このほど支援対象事業として採択され、8 月 20 日、都の産業労働局より正式発表されまし
た。 

 
事業の正式名は「コンクリートを蓄電池に変える“蓄電コンクリート”を活用した分散型充

放電インフラの開発と実証」。都は「電力をへらす、つくる、ためる」(HTT)のスローガン
のもと、GX 関連産業の創出を柱とする産業・環境政策に力を入れており、住宅分野を中心
にインフラの要の素材であるコンクリートの蓄電池化技術の可能性を高く評価したとみら
れます。都は、向こう 2 か年の研究開発プログラムに対し、総額 2 億円を支援する予定で
す。 

 
 本事業は、建築材料として最も広く用いられるコンクリートに導電性を付与し、蓄電機

能を持たせることで、建築物や都市インフラそのものをエネルギー貯蔵装置へと進化させ
る新たな社会基盤の創出を目指すものです。再生可能エネルギーの普及において課題とさ
れる「発電と消費の時間的不一致」を解決する鍵として蓄電機能を都市構造体に組み込み、
レジリエンス強化と GX 推進に貢献してまいります。 

 
今回の採択に伴い、当社は以下の 3 つの開発を柱に、東京都における GX モデルの実現

に向けた実証的な取り組みを進めて参ります。 
 
  



 
 
1. 標準蓄電モジュールの開発 
 蓄電コンクリートの基本構造である電極・セパレーター・電解液を一体化した「標準蓄
電モジュール」を開発します。これは開発の第 2 フェーズとなる自由設計による蓄電ハウ
ジング開発、並びに第 3 フェーズの戸建住宅向け蓄電開発事業のいずれにも共通する基盤
技術となります。蓄電容量が 300Wh/m³、100V 級の出力を持つ蓄電コンクリート 1m³ス
ケールの標準ユニットを試作し、製造性・施工性・耐久性・充放電性能などの観点から、
蓄電コンクリートの実用性を評価します。 
 本モジュールの開発を通じて、都市部のさまざまな空間に適応可能な蓄電構造体の基本
性能を確立、今後の用途開発のための中核技術として位置付けています。 

 
 
2. 自由設計による蓄電ハウジング開発 
 集合住宅や公園等の公共性の高い空間に
設置可能な、蓄電コンクリートを内蔵した
ベンチ・モニュメント等の屋外型インフラ
を開発します。コンクリートは金型に依存
した規格量産品とは異なり、用途や使用箇
所に合わせてサイズや形状を自由に設計で
きる利点があります。多様なデザインに対
応するため、コンクリート 3D プリンター
を活用した自由形状ハウジング（蓄電コン
クリートの外装）の設計・施工方法を検証
し、意匠性・施工性・耐久性を備えた商品
化を目指します。さらに、非常時には地域
のエネルギー供給拠点として機能し、都市
の防災力とレジリエンスの向上に寄与しま
す。 

自由設計による蓄電ハウジング 実証実験イメージ 

コンクリートハウジング構造図 

標準蓄電モジュールの概要図 



 
 
3. 戸建住宅向け蓄電ユニットの開発 
 戸建住宅の床下に設置する専用蓄電
ユニットを開発し、住宅ごとの再生可
能エネルギーの蓄電と自家消費を可能
にするモデルを構築します。東京都が
推進する太陽光パネルの設置義務化に
より生まれる昼間の余剰電力を蓄え、
夜間に活用することで、ノングリッド
型の電力供給を都市部で実現します。
これにより、各家庭が蓄電池を自ら保
有・運用できるようになり、停電時にも照明や通信、空調など最低限の生活機能を維持で
きます。結果として、戸別に防災対応力（レジリエンス）を高めることとなり、都市全体
の電力インフラの強靭化にもつながります。 
 

当社はこれら 3 つの開発事業を核として、「蓄電コンクリート」の早期社会実装へ向け
研究開発を加速させてまいります。本年 9 月 25 日には、蓄電コンクリート技術を使った
プロダクツの企画開発と全国的な普及体制の構築を目指す「蓄電コンクリート工業会」を
設立する運びとなっており、当社の研究開発の中核拠点「福島 RDM センター」（福島県浪
江町）で開催する工業会の設立総会の場におきまして標準蓄電モジュールの初号機を披露
する予定です。 
 
■會澤高圧コンクリートについて 
Innovate・Challenge・Trust の理念のもと、コンクリートマテリアルと先端テクノロジーを
掛け算して新たな企業価値の創造に取り組む総合コンクリートメーカー。バクテリアの代
謝機能を活用してクラック（ひび割れ）を自ら修復する自己治癒コンクリート（Basilisk）
や大型エンジンドローンを使って速乾性のセメント系材料を空中積層する F３DP（フライ
ング３D プリンター）といった新機軸を MIT やデルフト工科大学等との産学協力をテコに
矢継ぎ早に打ち出し、伝統的な素材産業からスマートマテリアルを基軸とするイノベーシ
ョン・マーケティング集団へと DX を仕掛けています。2025 年 3月期の売上高（単体）は
241 億円。従業員 620 名。 
 
（本プレスリリースの問い合わせ先） 
■會澤高圧コンクリート株式会社 
取締役 経営企画室長 ec3 統括 
小熊 祥平 
MAIL：s.oguma@aizawa-group.co.jp 

戸建住宅向け蓄電ユニット実証実験イメージ 
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